
 

 

 

 

 

 

 

「しあわせのバケツ」           校長  吉 田  浩 

 

９月の校長講話で『しあわせのバケツ』（キャロル・マッククラウド作）という絵本を子どもたちに

紹介しました。世界中のどんな人も、心に『しあわせのバケツ』を持っていて、そのバケツは、人が喜

ぶことをすると一杯になり、逆に嫌がることをすると空になってしまいます。人同士が思いやり、親切

にすれば、みんなが幸せになれることを、バケツに例えて優しく説いた絵本です。 

子どもたちに、「思いやり、親切、笑顔、励まし、賞賛、感謝などの言葉や行動は、相手の『しあわ

せのバケツ』をいっぱいにするだけでなく、それに伴って自分の『しあわせのバケツ』もいっぱいにな

ることを意識してほしい」ということを願って紹介しました。 

 

この絵本の中では、バケツをいっぱいにする言動として、  

好きな気持ちを伝えたり、親切にしてあげたり、微笑みかけてあげたり… 

「ありがとう。」と言ったり「遊ぼうっ。」て誘ったり「一緒にいると楽しいね。」と言ったり… 

 といったことが紹介され、逆にバケツを空っぽにしてしまうのは、 

相手を馬鹿にしたり 意地悪をしたり、悪口を言ったり、無視したり… 

「いじめ」や「相手を傷つけること」も、バケツを空っぽにするとあります。 

 

この絵本を読むと「人を幸せにすると自分も幸せになり、人を傷つけると自分も傷つく」とい

うことに改めて気づかされます。「ふわふわ言葉」は心を温め、「ちくちく言葉」は心を冷たくすると

いうことにつながります。 

 

子どもたちだけでなく、大人もこの『しあわせのバケツ』

を忘れがちではないでしょうか。自分のバケツが空っぽであ

っても気付かなかったり、他の人のバケツがいっぱいかどう

かということにすら注意を払わなくなってしまったりする

こともあります。子どもたちだけでなく、周りの大人や地域

の皆さんも一緒になって、みんなの『しあわせのバケツ』が

いっぱいになるよう声をかけ合っていきましょう。    「しあわせのバケツ」イラストGemini 作 
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